
国
幣
五
拾
圓
整
、
五
百
圓
整
な
ど
と
印
刷
さ
れ
た
文
字
と
、

定
額
儲
金
證
書
の
表
紙
に
は
「
必
勝
儲
金
」
と
、
大
き
な
印
が

押
さ
れ
、
ま
だ
幼
か
っ
た
弟
妹
が
、
お
小
遣
い
を
さ
い
て
貯
金

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

今
、
こ
れ
ら
の
も
の
が
、
空
し
く
も
悲
し
い
遺
品
と
な
っ
て

私
の
手
元
に
あ
る
。

昭
和
二
十
三
年
、
保
母
と
な
っ
て
受
け
持
っ
た
三
歳
児
が
、

真
夏
の
乾
い
た
園
庭
に
お
し
っ
こ
で
絵
を
か
き
な
が
ら
、「
戦

争
っ
て
い
や
だ
ね
」
と
つ
ぶ
や
い
た
。
大
人
の
口
ま
ね
だ
ろ
う

が
、
ま
だ
記
憶
の
生
々
し
い
と
き
だ
っ
た
か
ら
、
私
の
胸
に
ず

し
ん
と
響
き
、
今
で
も
こ
の
一
言
は
、
耳
た
ぶ
の
奥
深
く
残

り
、
折
に
ふ
れ
、
こ
の
言
葉
が
頭
を
よ
ぎ
る
。

家
族
全
員
を
見
送
り
一
人
残
さ
れ
た
私
は
、
近
々
二
度
目
の

四
国
遍
路
に
旅
立
と
う
と
し
て
い
る
。

父
と
母
の
軌
跡
を
訪
ね
て
　 

神
奈
川
県
　
佐
藤
益
躬
　 

わ
が
家
で
は
戦
後
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
た
と
き
、
ア
ル
バ

ム
・
日
記
・
書
簡
な
ど
ほ
と
ん
ど
大
部
分
の
記
録
を
失
っ
て
し

ま
っ
た
。
母
が
五
人
の
子
供
た
ち
が
亡
き
父
の
こ
と
を
知
ら
な

い
哀
れ
さ
を
思
い
、
遺
骨
と
と
も
に
持
ち
帰
っ
た
父
・
延
四
郎

の
日
記
帳
の
一
部
分
が
わ
ず
か
に
残
っ
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
。

そ
の
日
記
は
昭
和
六
年
の
栃
木
師
範
学
校
の
卒
業
式
で
始
ま
っ

て
い
る
。

昭
和
六
年
三
月
二
十
四
日
（
火
）
晴

今
日
は
卒
業
式
だ
。
永
久
に
記
念
す
べ
き
日
、
男
体
颪
が

冷
た
い
。

九
時
二
十
分
、
卒
業
生
着
席
。
総
代
と
し
て
最
前
列
に
席
を

占
め
た
私
は
、
実
に
感
無
量
で
今
ま
で
の
努
力
の
結
果
と
思
う

と
嬉
し
か
っ
た
。
在
校
生
・
父
兄
・
来
賓
着
席
、
視
学
及
び
知



事
閣
下
も
着
席
し
、
式
が
開
始
さ
れ
た
。

来
賓
や
恩
師
が
私
の
晴
れ
姿
を
見
て
く
だ
さ
っ
た
と
思
う
と

誇
ら
し
さ
を
感
じ
た
。

私
の
父
・
延
四
郎
は
、
小
作
農
の
染
吉
・
ト
ラ
夫
妻
の
五
男

五
女
の
末
子
と
し
て
、
栃
木
県
上
都
賀
郡
真
名
子
村
に
生
ま
れ

た
。貧

農
の
家
庭
で
あ
っ
た
が
、
真
名
子
尋
常
小
学
校
高
等
科
を

卒
業
し
た
と
き
、
先
生
に
薦
め
ら
れ
て
給
費
制
度
の
あ
る
師
範

学
校
を
受
験
し
入
学
し
た
。
ま
じ
め
な
性
格
で
努
力
家
だ
っ

た
。「
人
生
は
意
気
だ
」
と
い
う
の
が
父
の
座
右
の
銘
だ
っ
た
。

父
は
、
北
押
原
尋
常
小
学
校
訓
導
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
下
野
新

聞
に
県
内
の
教
員
の
人
事
異
動
が
掲
載
さ
れ
た
が
、
父
の
隣
に

栃
木
師
範
学
校
第
二
部
卒
業
で
新
任
の
森
下
タ
カ
の
名
前
が
あ

っ
た
。
翌
年
、
二
人
は
そ
れ
ぞ
れ
五
年
男
子
組
と
五
年
女
子
組

を
担
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
翌
年
、
引
き
続
き
六
年
の
男
子

組
・
女
子
組
を
そ
れ
ぞ
れ
担
任
し
た
。

昭
和
九
年
一
月
十
六
日
（
火
）
曇

朝
、
六
年
女
子
組
の
女
児
が
、「
先
生
、
こ
れ
森
下
先
生
か

ら
頼
ま
れ
ま
し
た
」
と
言
っ
て
紙
包
み
と
手
紙
を
持
っ
て
き

た
。
桜
草
の
鉢
だ
っ
た
。

こ
の
桜
草
を
、
お
受
け
取
り
下
さ
い
。
室
咲
き
で
す
の
で

教
室
で
は
無
理
で
し
ょ
う
。
昼
は
日
当
た
り
の
良
い
縁
先

に
、
夜
は
お
部
屋
に
入
れ
て
、
毎
日
お
忘
れ
な
く
水
を
与
え

て
下
さ
る
な
ら
、
こ
の
か
れ
ん
な
花
は
五
月
ま
で
咲
き
続
け

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

昭
和
九
年
一
月
二
十
六
日
（
金
）
晴

昨
夜
、
桜
草
が
枯
れ
て
花
が
落
ち
て
し
ま
っ
た
夢
を
み
た
。

そ
れ
を
彼
女
に
見
せ
て
い
る
夢
だ
っ
た
。
教
室
に
行
く
と
き
一

緒
に
歩
き
な
が
ら
そ
の
話
を
し
た
。

「
枯
れ
た
ら
、
ま
た
持
っ
て
き
て
あ
げ
ま
す
よ
」「
い
や
、
極
力

世
話
を
し
て
み
る
よ
。
鉢
を
眺
め
た
り
、
世
話
を
す
る
の
も
楽

し
み
な
も
の
だ
」

放
課
後
、
補
習
が
終
わ
っ
て
帰
る
と
き
、「
靴
を
玄
関
へ
ま

わ
し
て
お
き
ま
し
た
よ
」
と
言
う
彼
女
の
親
切
が
本
当
に
嬉
し

か
っ
た
。

昭
和
九
年
二
月
十
八
日
（
日
）
曇
り
の
ち
晴



若
い
先
生
た
ち
男
女
そ
れ
ぞ
れ
三
人
ず
つ
で
日
光
の
細
尾
リ

ン
ク
に
ス
ケ
ー
ト
に
行
っ
た
。
二
時
間
ほ
ど
滑
っ
た
。
町
の
食

堂
の
二
階
で
昼
食
の
と
き
、
割
り
ば
し
の
中
に
入
っ
て
い
た
つ

ま
よ
う
じ
の
包
み
紙
の
歌
の
文
句
が
、
偶
然
に
も
森
下
先
生
と

同
じ
だ
っ
た
。

「
遠
く
離
れ
て
、
切
れ
た
と
み
え
て
、
切
れ
は
せ
ぬ
ぞ
え
凧

の
糸
」

二
人
は
、
そ
の
年
の
四
月
十
三
日
に
結
婚
し
た
。
そ
し
て
長

男
の
私
は
翌
年
二
月
二
十
日
に
生
ま
れ
た
。

昭
和
十
年
九
月
十
三
日
（
金
）
曇

ず
っ
と
前
か
ら
、
自
分
は
海
外
渡
航
を
希
望
し
、
海
外
発
展

の
熱
に
燃
え
て
い
た
。

今
日
、
職
員
会
議
で
校
長
先
生
が
ジ
ャ
ワ
島
で
日
本
人
の
先

生
を
一
人
募
集
し
て
い
る
が
、
ま
さ
か
本
校
に
は
希
望
者
は
い

な
い
だ
ろ
う
と
発
言
さ
れ
た
。
下
校
時
に
校
長
先
生
に
書
類
を

借
り
て
帰
っ
た
。

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
母
も
双
方
の
両
親
た
ち
も
す
ん
な
り

了
解
し
た
が
、
選
考
の
結
果
不
採
用
に
な
っ
た
。
そ
し
て
二
カ

月
後
に
、
今
度
は
関
東
州
か
ら
栃
木
県
出
身
の
教
員
が
い
な
い

の
で
募
集
す
る
と
い
う
話
に
応
募
し
て
選
考
を
受
け
、
大
陸
へ

転
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

内
地
を
去
る
直
前
に
、
五
・
六
年
、
高
等
科
一
・
二
年
と
続

け
て
四
年
間
担
任
だ
っ
た
生
徒
た
ち
の
卒
業
文
集
の
巻
頭
に

「
親
愛
な
る
卒
業
生
を
送
る
（
昭
和
十
一
年
三
月
二
十
三
日
）

」

と
題
し
た
父
の
書
い
た
文
章
が
あ
る
。

「
君
た
ち
は
、
一
人
一
人
社
会
の
荒
波
に
飛
び
込
み
、
そ
の

力
を
試
す
時
が
き
た
。
泳
ぎ
切
る
か
、
途
中
で
お
ぼ
れ
る
か
。

準
備
は
よ
い
か
。
泳
ぐ
距
離
は
か
な
り
長
い
の
だ
。
波
は
大
分

荒
れ
て
い
る
。
…
…
『
小
を
積
み
て
、
大
と
な
す
』
こ
れ
は
二

宮
金
次
郎
先
生
の
生
涯
だ
っ
た
。
一
歩
一
歩
堅
実
な
歩
み
を
続

け
れ
ば
、
大
成
す
る
。
…
…
愛
す
る
君
た
ち
の
前
途
に
幸
あ
れ

と
祈
る
。
若
き
勇
者
よ
、
雄
々
し
く
進
め
。
先
生
は
力
を
こ
め

て
大
声
で
叫
ぶ
。『
七
転
八
起
の
心
を
』
…
…
。

」

昭
和
十
一
年
四
月
三
日
、
大
勢
の
人
々
に
送
ら
れ
て
宇
都
宮



駅
発
の
列
車
で
、
関
東
州
普
蘭
店
尋
常
高
等
小
学
校
へ
赴
任
の

旅
立
ち
を
す
る
。
東
京
で
兄
の
家
に
泊
ま
り
、
兄
た
ち
と
別
れ

を
惜
し
ん
だ
。
車
窓
か
ら
富
士
山
に
も
お
別
れ
を
し
て
、
車
中

で
一
泊
し
、
五
日
に
神
戸
港
で
う
ら
る
丸
に
乗
船
し
た
。
十
二

時
に
出
港
、
瀬
戸
内
海
の
航
海
は
快
適
で
月
の
照
る
内
海
の
景

色
を
味
わ
っ
た
。
門
司
で
は
出
港
ま
で
に
時
間
が
あ
っ
た
の
で

上
陸
し
て
市
内
見
物
を
し
た
。
玄
界
灘
で
船
は
揺
れ
た
。
船
客

は
み
な
船
酔
い
で
ぐ
っ
た
り
と
し
て
し
ま
っ
た
。
玄
界
灘
を
過

ぎ
る
と
、
濃
霧
の
な
か
で
船
は
警
笛
を
鳴
ら
し
続
け
て
進
ん

だ
。船

は
八
日
の
午
前
八
時
に
大
連
港
に
着
い
た
。
埠
頭
は
出
迎

え
の
人
で
い
っ
ぱ
い
で
、
そ
れ
ぞ
れ
目
印
の
旗
を
持
っ
て
立
っ

て
い
た
。
普
蘭
店
小
学
校
首
席
訓
導
の
福
田
先
生
の
出
迎
え
を

受
け
、
大
連
駅
か
ら
汽
車
で
二
時
間
の
普
蘭
店
駅
に
着
い
た
の

は
午
後
一
時
だ
っ
た
。
校
長
先
生
は
出
張
中
で
、
福
田
先
生
の

案
内
で
民
政
署
を
訪
ね
、
谷
口
視
学
と
庶
務
課
長
に
あ
い
さ
つ

し
着
任
届
け
を
出
し
た
。
初
め
て
見
る
マ
ー
チ
ョ
（
馬
車
）
に

乗
っ
て
官
舎
に
入
っ
た
。

普
蘭
店
は
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
で
日
本
が
租
借
し
た
関
東
州
の

北
端
に
位
置
し
て
い
た
。
街
は
南
の
方
が
日
本
人
の
官
舎
街

で
、
北
の
方
が
満
人
街
と
二
分
さ
れ
て
い
た
。
日
本
人
は
郊
外

の
人
も
含
め
て
約
二
千
人
で
、
だ
い
た
い
役
所
・
会
社
・
学
校

に
勤
務
す
る
者
だ
っ
た
。
商
業
・
労
務
関
係
は
全
部
満
人
だ
っ

た
。
日
用
品
は
民
政
署
が
経
営
す
る
購
買
組
合
が
あ
り
、
伝
票

で
買
物
が
で
き
た
。
官
舎
で
は
家
族
が
互
い
に
助
け
合
い
、
む

つ
ま
じ
く
生
活
し
て
い
た
。

小
学
校
の
校
舎
は
レ
ン
ガ
造
り
で
、
設
備
も
か
な
り
整
備
さ

れ
て
い
た
。
ピ
ア
ノ
が
二
台
も
あ
っ
た
。
一
学
年
一
ク
ラ
ス

で
、
い
ず
れ
も
五
十
人
以
下
だ
っ
た
。
児
童
は
大
部
分
が
日
本

人
子
弟
だ
が
、
各
ク
ラ
ス
に
五
、
六
人
の
朝
鮮
人
、
二
、
三
人

の
満
人
子
弟
が
い
た
。
親
た
ち
は
教
育
に
非
常
に
熱
心
で
、
毎

日
二
、
三
人
の
母
親
が
授
業
参
観
に
き
て
い
て
、
児
童
の
成
績

も
内
地
に
比
べ
て
比
較
的
良
く
、
学
習
態
度
も
自
発
的
、
積
極

的
だ
っ
た
。

広
い
塩
田
に
続
い
て
海
が
す
ぐ
近
く
ま
で
入
り
込
ん
で
お

り
、
そ
の
先
は
渤
海
湾
だ
っ
た
。
ハ
ゼ
や
チ
ヌ
（
黒
鯛
）
が
た

く
さ
ん
釣
れ
た
。
郊
外
は
広
い
リ
ン
ゴ
園
だ
っ
た
。
落
花
生
の



産
地
で
大
勢
の
満
人
が
農
園
で
働
い
て
い
た
。
冬
の
寒
さ
は
厳

し
か
っ
た
が
、
春
に
な
っ
て
普
蘭
店
神
社
の
参
道
の
桜
並
木
は

見
事
に
開
花
し
た
。

わ
が
家
で
は
妹
・
洋
子
（
昭
和
十
二
年
二
月
二
十
四
日
生
）

、

弟
・
克
躬
（
昭
和
十
四
年
十
一
月
十
日
生
）

、
妹・
道
子
（
昭

和
十
六
年
十
一
月
二
十
日
生
）
と
弟
妹
が
増
え
て
い
っ
た
。

着
任
後
、
二
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
五
年
間
受
け
持
っ
た
ク

ラ
ス
を
無
事
卒
業
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
希
望
す
る
中
学
校
・
女
学

校
に
一
人
残
ら
ず
入
学
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
百
パ
ー
セ
ン

ト
合
格
の
成
績
は
開
校
以
来
の
こ
と
で
、
校
長
や
父
兄
た
ち
に

喜
ば
れ
た
。
か
ね
て
か
ら
父
は
も
っ
と
広
い
土
俵
で
活
躍
し
た

い
と
希
望
し
て
い
た
。
ち
ょ
う
ど
担
任
の
児
童
を
卒
業
さ
せ
た

の
を
機
会
に
、
旅
順
へ
の
転
勤
を
校
長
に
願
い
出
た
が
、
国
民

学
校
発
足
の
第
一
年
で
研
究
校
に
な
り
、
公
開
授
業
を
す
る
の

で
是
非
と
ど
ま
る
よ
う
に
と
言
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
翌
年
に
は

精
進
が
認
め
ら
れ
て
、
関
東
州
の
最
南
端
に
あ
る
旅
順
へ
の
転

勤
の
内
示
が
あ
っ
た
。
希
望
し
て
い
た
日
本
人
学
校
で
は
な
か

っ
た
が
、
満
人
の
学
校
と
し
て
は
模
範
校
の
旅
順
師
範
公
学
校

附
属
公
学
校
だ
っ
た
。

旅
順
は
、
明
治
三
十
七
年
に
始
ま
っ
た
日
露
戦
争
の
舞
台
と

し
て
名
高
く
、
聖
地
旅
順
と
い
わ
れ
て
い
た
。
広
瀬
中
佐
の
旅

順
港
口
閉
塞
、
東
鶏
冠
山
北
保
塁
や
二
〇
三
高
地
の
攻
防
戦
、

乃
木
大
将
と
ス
テ
ッ
セ
ル
の
水
師
営
会
見
、
桜
井
忠
温
の
戦
記

小
説
『
肉
弾
』

、
与
謝
野
晶
子
の
詩『
君
死
に
た
ま
ふ
こ
と
な

か
れ
』
な
ど
は
昭
和
一
け
た
以
前
生
ま
れ
の
日
本
人
は
だ
れ
も

が
良
く
知
っ
て
い
た
。
尋
常
小
学
校
二
年
の
修
身
の
教
科
書
に

は
広
瀬
中
佐
が
、
六
年
に
は
乃
木
希
典
が
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
さ
れ

て
い
た
。「
杉
野
は
何
処
、
杉
野
は
居
ず
や
…
…
」
と
い
う
小

学
校
唱
歌
『
広
瀬
中
佐
』
や
「
庭
に
一
本
、
な
つ
め
の
木

…
…
」
と
い
う
『
水
師
営
会
見
』
は
国
民
の
愛
唱
歌
だ
っ
た
。

日
露
戦
争
後
、
租
借
地
の
関
東
州
経
営
の
中
枢
は
旅
順
だ
っ

た
。
関
東
州
庁
や
関
東
軍
司
令
部
が
あ
っ
た
。
満
州
事
変
後
に

関
東
軍
司
令
部
が
奉
天
へ
、
昭
和
十
二
年
に
関
東
州
庁
が
大
連

へ
と
移
転
し
た
後
は
軍
港
・
要
塞
と
戦
跡
が
残
っ
た
。

旅
順
の
旧
市
街
に
は
海
軍
司
令
部
・
市
役
所
・
高
等
法
院
・

刑
務
所
・
旅
順
病
院
な
ど
が
あ
り
、
商
店
が
並
ぶ
商
業
地
域
は

多
く
の
人
々
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。
旅
順
駅
の
わ
き
を
流
れ
る

龍
河
を
隔
て
た
新
市
街
は
、
博
物
館
・
動
物
園
・
植
物
園
（
後



楽
園
）・
図
書
館
・
運
動
場
・
関
東
神
宮
な
ど
が
あ
る
落
ち
着

い
た
町
並
み
で
、
旅
順
工
科
大
学
・
旅
順
高
等
学
校
（
旧

制
）・
旅
順
中
学
校
（
旧
制
）・
旅
順
高
等
女
学
校
（
旧
制
）・

旅
順
師
範
学
校
・
旅
順
師
範
学
校
附
属
小
学
校
・
旅
順
師
範
公

学
校
・
旅
順
師
範
公
学
校
附
属
公
学
校
な
ど
が
あ
る
文
教
都
市

だ
っ
た
。
ロ
シ
ア
が
都
市
計
画
を
し
た
新
市
街
は
、
白
亜
や
れ

ん
が
造
り
の
重
厚
な
建
物
が
そ
こ
こ
こ
に
あ
っ
た
。
満
人
が
迎

春
花
と
呼
ん
で
い
る
レ
ン
ギ
ョ
ウ
の
黄
色
い
花
が
春
の
訪
れ

を
知
ら
せ
る
。
白
や
紫
の
か
れ
ん
な
花
を
つ
け
る
ラ
イ
ラ
ッ
ク

が
薫
っ
た
。
街
路
樹
の
ア
カ
シ
ア
が
咲
く
と
甘
い
香
り
が
街
に

あ
ふ
れ
た
。
黄
金
台
海
岸
の
海
水
浴
や
柏
嵐
子
で
の
キ
ャ
ン

プ
、
魚
釣
り
、
蟹
釣
り
、
ウ
ズ
ラ
狩
り
、
そ
し
て
大
正
公
園
で

の
ス
ケ
ー
ト
な
ど
楽
し
い
思
い
出
は
尽
き
な
い
。

父
は
あ
こ
が
れ
て
い
た
旅
順
に
転
勤
で
き
て
張
り
切
っ
て
い

た
。
同
胞
で
あ
る
満
人
の
教
育
と
い
う
新
し
い
仕
事
に
意
欲
的

に
取
り
組
ん
だ
。
最
初
わ
が
家
は
中
村
町
の
平
屋
の
赤
れ
ん
が

造
り
の
官
舎
だ
っ
た
が
、
子
供
た
ち
が
大
き
く
な
っ
て
狭
く
な

っ
て
き
た
。
普
蘭
店
小
学
校
の
と
き
に
教
え
子
だ
っ
た
子
の
父

親
が
民
政
署
の
営
繕
課
長
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の
人
の
好
意
で

明
治
町
の
赤
れ
ん
が
二
階
建
て
の
官
舎
に
移
っ
た
。
昭
和
十
九

年
一
月
十
八
日
に
三
男
の
直
躬
が
生
ま
れ
て
、
わ
が
家
は
七
人

家
族
と
な
っ
た
。

昭
和
二
十
年
に
な
る
と
戦
局
は
ひ
っ
迫
し
て
き
て
、
二
月
に

硫
黄
島
玉
砕
、
三
月
東
京
大
空
襲
、
四
月
に
は
米
軍
が
沖
縄
本

島
に
上
陸
し
た
。
そ
の
こ
ろ
父
は
無
理
が
た
た
っ
て
体
調
を
崩

し
て
い
た
。
そ
れ
で
も
責
任
感
の
強
い
性
格
で
、
身
体
を
む
し

ば
ま
れ
る
の
を
承
知
で
無
理
を
続
け
て
病
を
重
く
し
て
、
肋
膜

炎
で
五
月
十
三
日
か
ら
自
宅
療
養
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
戦

局
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
た
旅
順
の
学
校
関
係
者
に
も
、
関
東
軍

の
南
方
派
遣
の
後
の
補
充
の
た
め
の
、
い
わ
ゆ
る
「
根
こ
そ
ぎ

動
員
」
に
よ
っ
て
召
集
令
状
が
き
た
。
先
輩
や
同
僚
の
先
生
方

が
出
征
の
挨
拶
に
見
え
る
度
に
、
絶
対
安
静
の
病
状
で
心
ば
か

り
が
焦
り
、
病
状
は
悪
化
し
て
い
っ
た
。
病
が
重
く
国
の
た
め

に
奉
公
で
き
な
い
自
分
の
ふ
が
い
な
さ
や
、
教
師
が
出
征
し
て

い
っ
た
後
の
学
校
の
こ
と
を
思
い
、
病
床
で
涙
し
て
い
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
八
月
十
五
日
に
は
旅
順
工
科
大
学
や
旅
順
高

等
学
校
の
生
徒
た
ち
に
ま
で
も
召
集
令
状
が
き
た
。
そ
し
て
、

つ
い
に
八
月
九
日
に
は
ソ
連
が
参
戦
し
た
。
国
境
を
越
え
て
ソ



連
軍
は
満
州
国
に
な
だ
れ
込
ん
で
き
た
。
関
東
州
に
は
戒
厳
令

が
発
令
さ
れ
た
。

八
月
十
五
日
、
前
日
に
父
を
往
診
し
た
医
師
に
散
髪
す
る
こ

と
を
許
さ
れ
た
の
で
、
母
は
床
屋
に
出
張
し
て
も
ら
お
う
と
電

話
を
借
り
に
、
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
明
治
町
の
交
番
に
行
っ
た
。

巡
査
が
二
人
ラ
ジ
オ
の
前
で
頭
を
垂
れ
て
い
た
。
玉
音
放
送
だ

っ
た
。

八
月
二
十
二
日
、
ソ
連
軍
の
先
遣
部
隊
は
大
連
の
周
水
子
飛

行
場
に
到
着
し
た
。
司
令
官
ヤ
マ
ノ
フ
少
将
が
日
本
軍
を
武
装

解
除
し
た
。
同
時
期
に
司
令
官
イ
ワ
ノ
フ
中
将
が
三
■
堡
飛
行

場
に
到
着
し
た
。
旅
順
方
面
海
軍
特
別
根
拠
地
隊
司
令
官
の
小

林
謙
五
中
将
と
の
間
で
降
伏
文
書
を
交
換
し
、
調
印
し
た
。
ソ

連
に
と
っ
て
旅
順
は
、
日
露
戦
争
で
激
し
い
攻
防
の
末
に
日
本

に
奪
わ
れ
た
、
屈
辱
の
忘
れ
が
た
い
土
地
だ
っ
た
。
し
た
が
っ

て
大
連
に
は
平
和
進
駐
、
旅
順
は
武
力
進
駐
と
明
確
に
区
別
し

て
い
た
。
司
令
官
の
位
に
も
違
い
が
は
っ
き
り
と
し
て
い
た
。

駐
屯
し
て
い
た
一
万
五
千
の
日
本
兵
は
、
武
装
解
除
さ
れ
拘
留

さ
れ
た
。
中
国
人
居
住
の
市
街
地
に
は
、
青
天
白
日
旗
と
ソ
連

国
旗
が
軒
並
み
に
掲
げ
ら
れ
た
。
ソ
連
軍
の
占
領
入
場
式
が
行

わ
れ
、
戦
車
に
花
を
飾
り
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
肖
像
を
掲
げ
て
、

パ
レ
ー
ド
は
日
露
戦
争
の
兵
士
が
眠
る
郊
外
の
ロ
シ
ア
墓
地
ま

で
行
進
し
た
。

翌
日
か
ら
街
の
治
安
が
乱
れ
た
。
戦
車
を
先
頭
に
進
駐
し
て

き
た
ソ
連
の
囚
人
部
隊
の
若
い
兵
隊
た
ち
は
、
上
官
の
目
の
届

か
な
い
と
こ
ろ
で
マ
ン
ド
リ
ン
銃
を
か
ざ
し
な
が
ら
金
品
を
強

奪
し
、
特
に
腕
時
計
と
万
年
筆
を
珍
し
が
り
集
め
、
さ
ら
に

「
マ
ダ
ム
、
ダ
ワ
イ
」
と
婦
女
を
要
求
し
た
。
若
い
娘
た
ち
は

競
っ
て
断
髪
し
、
男
装
し
た
。
旅
順
市
民
は
縁
故
を
頼
っ
て
大

連
へ
移
動
し
始
め
た
。
九
月
十
二
日
に
新
市
街
の
日
本
人
に
退

去
命
令
が
で
た
。
父
が
動
け
な
い
の
で
わ
が
家
は
そ
の
ま
ま
新

市
街
に
残
っ
た
。

あ
る
日
、
師
範
公
学
校
の
満
人
の
生
徒
が
、
寄
宿
舎
の
在
庫

を
皆
で
分
け
た
と
報
告
し
、
そ
の
食
糧
を
持
っ
て
き
て
く
れ

た
。
自
分
た
ち
だ
け
で
分
け
て
し
ま
っ
て
も
よ
い
の
に
、
病
気

の
日
本
人
の
先
生
の
と
こ
ろ
へ
届
け
る
と
い
う
彼
ら
の
親
切

に
、
父
は
涙
を
流
し
て
喜
ん
だ
。
ま
た
、
満
人
の
高
等
科
の
教

え
子
が
郊
外
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
野
菜
を
届
け
て
く
れ
、
父
の
た
め

に
と
洋
梨
を
置
い
て
い
っ
た
。
母
は
ど
う
せ
略
奪
さ
れ
て
し
ま



う
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
お
礼
に
衣
類
を
や
っ
た
。
次
に
ま
た

彼
が
き
た
と
き
に
は
、
母
は
乳
母
車
と
ひ
な
人
形
を
や
っ
た
。

二
階
の
窓
か
ら
、
喜
ん
で
帰
る
彼
の
後
ろ
姿
を
、
八
歳
の
妹
は

じ
っ
と
見
て
い
た
。

わ
が
家
の
隣
の
蚕
糸
試
験
場
跡
に
ソ
連
軍
の
部
隊
が
駐
屯
し

て
い
た
。
こ
の
部
隊
は
老
兵
ば
か
り
だ
っ
た
。
あ
る
日
、
指
を

け
が
し
た
兵
隊
が
滴
る
血
を
指
で
押
さ
え
て
わ
が
家
に
駆
け
込

ん
で
き
た
。
母
が
手
当
て
を
し
て
や
る
と
、
翌
日
乾
パ
ン
を
持

っ
て
お
礼
に
き
た
。
ア
メ
リ
カ
の
レ
ッ
テ
ル
が
は
っ
て
あ
っ

た
。
母
は
包
帯
を
か
え
て
や
っ
た
。
大
き
な
皿
が
欲
し
い
と
言

う
の
で
や
る
と
今
度
は
缶
詰
を
く
れ
た
。
そ
れ
も
ア
メ
リ
カ
製

だ
っ
た
。
私
た
ち
は
、
そ
の
「
オ
ム
ス
ク
の
お
じ
さ
ん
」
と
仲

良
し
に
な
っ
た
。
も
う
少
し
我
慢
す
れ
ば
妻
と
二
人
の
息
子
の

と
こ
ろ
に
帰
還
で
き
る
と
、
嬉
し
そ
う
に
ゼ
ス
チ
ャ
ー
で
教
え

て
く
れ
た
。

十
月
に
な
る
と
、
新
市
街
の
日
本
人
は
全
部
転
出
し
て
し
ま

っ
た
。
わ
が
家
は
新
市
街
に
残
っ
た
最
後
の
日
本
人
家
族
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
夜
に
な
る
と
ど
の
家
も
真
っ
暗
で
人
の
気
配

が
な
く
、
街
は
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し

て
つ
い
に
そ
の
日
が
き
た
。
十
月
四
日
、
二
人
の
ソ
連
兵
が
や

っ
て
き
た
。
将
校
と
マ
ン
ド
リ
ン
銃
を
構
え
た
兵
隊
だ
っ
た
。

玄
関
の
ド
ア
を
乱
暴
に
た
た
く
。
母
が
鍵
を
開
け
る
と
、「
ダ

ワ
イ
、
ダ
ワ
イ
」
と
手
を
振
り
な
が
ら
入
っ
て
き
て
、
畳
の
上

を
軍
靴
の
ま
ま
ず
か
ず
か
と
二
階
へ
の
階
段
を
上
が
っ
た
。
父

の
伏
せ
っ
て
い
る
寝
床
を
見
て
一
瞬
た
じ
ろ
い
だ
が
、
さ
ら
に

大
声
で
「
ダ
ワ
イ
、
ダ
ワ
イ
」
と
繰
り
返
す
だ
け
だ
っ
た
。
私

は
走
っ
て
オ
ム
ス
ク
の
お
じ
さ
ん
を
呼
び
に
行
っ
た
。
お
じ
さ

ん
は
す
ぐ
に
き
て
く
れ
、
将
校
と
し
ば
ら
く
話
し
て
い
た
。
二

人
が
帰
っ
て
姿
が
見
え
な
く
な
る
と
、
お
じ
さ
ん
は
両
手
を
広

げ
て
首
を
傾
け
た
。
法
没
子
（
ど
う
に
も
、
し
ょ
う
が
無
い
）

だ
っ
た
。

母
に
言
わ
れ
て
、
私
は
す
ぐ
近
く
の
明
治
町
の
交
番
へ
走
っ

た
。
巡
補
（
満
人
の
巡
査
）
し
か
い
な
か
っ
た
。
日
本
人
の
巡

査
部
長
は
ど
こ
へ
い
っ
た
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
家
に
戻
っ
て

母
に
そ
の
こ
と
を
言
う
と
、
大
迫
町
の
交
番
に
と
言
わ
れ
て
私

は
ま
た
走
っ
た
。
そ
こ
も
同
じ
だ
っ
た
。
新
市
街
に
は
交
番
が

四
カ
所
あ
る
の
で
、
三
つ
目
の
日
本
橋
の
交
番
に
行
っ
た
が
そ

こ
も
駄
目
だ
っ
た
。
最
後
に
千
歳
町
の
交
番
に
行
っ
た
が
、
だ



れ
も
い
な
か
っ
た
。
交
番
の
そ
ば
で
日
本
兵
の
捕
虜
が
電
柱
に

登
っ
て
電
気
工
事
を
し
て
い
た
。
ソ
連
兵
が
マ
ン
ド
リ
ン
銃
を

持
っ
て
見
張
っ
て
い
た
。「
ぼ
う
や
、
巡
査
は
み
ん
な
ら
致
さ

れ
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
よ
」
と
捕
虜
の
兵
隊
が
教
え
て
く
れ

た
。家

へ
帰
っ
て
そ
の
こ
と
を
母
に
話
し
た
。
新
市
街
に
は
日
本

人
は
い
な
か
っ
た
。
母
は
し
ば
ら
く
思
案
し
て
い
た
が
、
以
前

隣
に
住
ん
で
い
た
が
今
は
旧
市
街
に
移
っ
た
、
た
だ
一
人
居
所

の
知
れ
て
い
る
父
の
同
僚
の
上
妻
先
生
に
頼
る
し
か
な
い
と
言

っ
た
。
私
は
母
の
書
い
た
手
紙
を
持
っ
て
、
旧
市
街
の
上
妻
先

生
を
訪
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
。
初
め
て
訪
ね
る
家
だ
っ
た
。
区

画
整
理
の
は
っ
き
り
し
て
い
る
新
市
街
と
違
っ
て
、
旧
市
街
は

雑
然
と
し
て
い
た
。
あ
ち
ら
こ
ち
ら
と
迷
い
な
が
ら
、
や
っ
と

先
生
の
住
ま
い
を
捜
し
あ
て
、
な
ん
と
か
役
目
を
果
た
し
た
。

先
生
は
考
え
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
迷
惑
な
頼
み
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
、
先
生
の
奥
さ
ん
は
断
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
小
さ
い

声
で
言
っ
て
い
た
。
夜
に
な
っ
て
日
本
人
の
い
な
い
新
市
街
に

行
く
こ
と
は
危
険
な
こ
と
だ
っ
た
。
し
か
し
、
先
生
は
し
ば
ら

く
思
案
し
た
後
、「
分
か
っ
た
。
ご
苦
労
さ
ん
で
す
が
す
ぐ
帰

り
な
さ
い
。
手
配
を
し
て
、
今
夜
行
く
か
ら
」
と
言
っ
て
く
れ

た
。私

は
役
目
を
果
た
し
て
帰
路
に
つ
い
た
が
、
日
は
す
で
に
と

っ
ぷ
り
と
暮
れ
て
い
た
。
に
ぎ
や
か
な
旧
市
街
を
出
て
駅
を
過

ぎ
、
龍
河
に
架
か
る
日
本
橋
を
渡
る
と
、
街
は
し
ん
と
静
ま
り

返
っ
て
い
る
。
私
の
ほ
か
に
は
人
は
一
人
も
歩
い
て
い
な
か
っ

た
。
日
本
橋
交
番
の
前
に
ソ
連
兵
が
マ
ン
ド
リ
ン
銃
を
抱
え
て

立
っ
て
い
た
。「
ダ
ワ
イ
、
ダ
ワ
イ
」
と
言
っ
て
マ
ン
ド
リ
ン

銃
を
左
右
に
振
る
。
こ
こ
で
追
い
返
さ
れ
て
も
帰
る
と
こ
ろ
が

な
い
。
ソ
連
兵
は
私
が
無
人
に
な
っ
た
家
へ
入
っ
て
泥
棒
す
る

小
児
と
思
っ
て
い
る
ら
し
い
。「
ヤ
ポ
ン
ス
キ
ー
、
ヤ
ポ
ン
ス

キ
ー
（
日
本
人
、
日
本
人
だ
）

」
自
分
を
指
さ
し
な
が
ら
私
は

必
死
に
叫
ん
だ
。
ソ
連
兵
は
う
な
ず
い
て
、
銃
口
で
あ
ち
ら
へ

と
指
し
示
し
た
。
私
は
走
っ
て
そ
こ
を
通
り
抜
け
た
。
真
っ
暗

な
師
範
学
校
の
前
を
通
り
、
動
物
園
と
植
物
園
の
間
の
大
通
り

を
急
い
だ
。
中
学
校
の
前
の
満
人
の
店
に
、
ポ
ツ
ン
と
あ
か
り

が
と
も
っ
て
い
た
。
こ
こ
ま
で
く
れ
ば
家
は
近
い
。
十
一
時
過

ぎ
に
や
っ
と
家
に
た
ど
り
着
い
た
。
そ
の
夜
の
夕
食
の
お
か
ず

が
■
の
味
■
煮
だ
っ
た
こ
と
を
、
な
ぜ
か
今
で
も
鮮
明
に
覚
え



て
い
る
。
深
夜
に
な
っ
て
上
妻
先
生
が
訪
ね
て
き
て
、
明
日
、

タ
ー
チ
ョ
（
荷
馬
車
）
三
台
を
手
配
し
た
と
言
っ
て
帰
っ
て
い

っ
た
。
母
と
私
は
徹
夜
で
荷
物
の
整
理
を
し
た
。

翌
日
、
か
さ
ば
る
家
具
類
は
そ
の
ま
ま
残
し
て
、
二
台
の
タ

ー
チ
ョ
に
昨
夜
ま
と
め
た
荷
物
を
積
み
、
私
と
弟
妹
五
人
が
そ

の
上
に
乗
っ
た
。
残
り
の
一
台
に
布
団
を
敷
き
父
が
伏
せ
、
母

が
付
き
添
っ
た
。
途
中
で
略
奪
に
あ
う
危
険
が
あ
っ
た
が
、
公

学
校
の
教
え
子
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
付
い
て
く
れ
、
何
ご
と
も
な

く
旧
市
街
に
着
い
た
。
荷
物
は
大
連
に
移
転
し
て
空
き
家
に
な

っ
て
い
た
所
へ
持
ち
込
ん
だ
。
父
は
主
治
医
の
加
来
先
生
の
好

意
で
旅
順
医
学
専
門
学
校
附
属
病
院
三
階
の
特
別
室
に
入
院
し

た
。
そ
の
夜
は
、
母
子
六
人
も
病
室
で
ソ
フ
ァ
ー
二
つ
を
並
べ

泊
ま
っ
た
。
鉄
輪
の
タ
ー
チ
ョ
に
揺
ら
れ
て
す
っ
か
り
消
耗
し

て
し
ま
っ
た
父
は
も
の
も
言
わ
ず
、
じ
っ
と
天
井
を
見
つ
め
て

い
た
。

翌
六
日
の
朝
、
上
妻
先
生
が
お
に
ぎ
り
を
持
っ
て
き
て
く
れ

た
。
タ
イ
米
の
握
り
飯
だ
っ
た
が
、
父
は
う
ま
い
と
二
つ
食
べ

た
。
そ
の
時
、
医
学
生
が
病
室
に
き
て
、
今
日
病
院
が
ソ
連
軍

に
接
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
言
っ
た
。
母
と
上
妻
先
生
が

善
後
策
を
相
談
し
て
い
る
と
き
、
父
の
容
体
が
急
変
し
た
。
母

が
父
の
前
に
子
供
た
ち
を
呼
び
、
一
人
一
人
の
名
前
を
言
っ
た

が
、
父
は
も
う
そ
れ
に
こ
た
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
母

に
言
わ
れ
て
、
私
は
医
師
を
呼
び
に
い
っ
た
が
、
午
後
三
時
ま

で
に
全
員
退
去
せ
よ
と
い
う
命
令
が
出
て
い
て
医
局
は
混
乱
し

て
い
た
。

父
の
臨
終
を
宣
し
た
医
師
は
、
言
い
に
く
そ
う
に
病
室
を
す

ぐ
明
け
渡
す
よ
う
に
と
言
っ
た
。
父
の
て
の
ひ
ら
に
は
ま
だ
ぬ

く
も
り
が
残
っ
て
い
た
。
せ
め
て
お
棺
が
く
る
ま
で
と
頼
ん
だ

が
、
待
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
。
布
団
に
包
ま
れ
た
遺
体
を
玄
関

ま
で
運
ん
だ
が
、
正
面
は
高
い
石
の
階
段
だ
っ
た
。
台
車
は
使

え
ず
、
遺
体
を
前
庭
ま
で
降
ろ
さ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。

上
妻
先
生
が
頭
の
方
を
、
母
と
私
が
足
の
方
を
持
っ
た
。
医
学

生
が
見
兼
ね
て
手
伝
っ
て
く
れ
た
。
ア
カ
シ
ア
の
木
の
下
の
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
に
遺
体
を
横
た
え
て
、
お
棺
が
く
る
の
を
待
っ

た
。
見
上
げ
る
と
病
院
の
メ
ー
ン
ポ
ー
ル
に
は
赤
い
ソ
連
の
国

旗
が
は
た
め
い
て
い
た
。

叺
二
俵
の
石
炭
を
積
み
、
マ
ー
チ
ョ
（
馬
車
）
で
火
葬
場

へ
遺
体
を
運
ん
だ
。
僧
侶
を
呼
ぶ
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
の



で
、
前
田
主
事
先
生
が
観
音
経
を
唱
え
た
。
仮
家
に
帰
る
と
下

の
妹
が
「
お
父
さ
ん
を
ど
う
し
た
！
」
と
母
の
足
に
す
が
っ
て

泣
い
た
。

せ
っ
か
く
旧
市
街
に
移
っ
た
の
に
、
こ
こ
の
日
本
人
に
も
退

去
命
令
が
で
た
。
日
本
人
は
全
員
旅
順
か
ら
退
去
さ
せ
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
約
四
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
大
連
へ
の
避

難
列
車
が
一
日
一
列
車
で
て
い
た
。
新
市
街
か
ら
は
、
タ
ー
チ

ョ
二
台
の
荷
物
を
運
ん
だ
が
、
避
難
列
車
は
自
分
で
持
て
る
大

き
さ
の
も
の
を
一
人
二
つ
ま
で
と
制
限
さ
れ
て
い
る
の
で
、
母

と
私
は
ま
た
徹
夜
で
荷
造
り
を
し
直
し
た
。
八
日
、
父
は
あ
こ

が
れ
て
き
た
旅
順
を
三
年
半
後
に
遺
骨
と
な
っ
て
私
に
抱
か
れ

て
そ
こ
を
去
る
こ
と
に
な
っ
た
。

大
連
で
は
、
と
り
あ
え
ず
以
前
父
の
上
司
で
、
そ
の
当
時

は
、
大
連
静
ケ
浦
小
学
校
長
で
あ
っ
た
皆
島
先
生
宅
に
身
を
寄

せ
た
。
数
日
後
、
役
所
で
指
定
さ
れ
た
真
弓
町
に
移
っ
た
。
れ

ん
が
造
り
の
二
階
建
て
の
家
で
三
部
屋
あ
っ
た
が
、
下
の
六
畳

が
わ
が
家
で
、
二
階
の
六
畳
に
は
夫
婦
と
二
歳
の
子
供
が
い
る

元
教
師
の
Ｋ
さ
ん
一
家
が
入
り
、
三
畳
に
は
独
身
の
大
学
生
の

Ｓ
さ
ん
と
三
家
族
同
居
だ
っ
た
。
私
は
南
山
麓
小
学
校
に
転
校

し
た
。

日
本
人
の
ほ
と
ん
ど
大
部
分
は
職
を
失
い
、
個
人
財
産
を
売

り
食
い
し
た
り
、
に
わ
か
商
人
に
な
っ
た
り
、
ソ
連
軍
に
雇
わ

れ
た
り
し
た
。
前
か
ら
大
連
に
住
ん
で
い
た
人
た
ち
は
持
ち
物

を
売
っ
て
た
け
の
こ
生
活
を
し
て
い
た
が
、
家
財
一
切
を
旅
順

に
置
い
て
き
て
し
ま
っ
た
わ
が
家
で
は
、
最
小
限
の
身
の
回
り

の
物
し
か
運
べ
な
か
っ
た
の
で
売
る
物
が
な
か
っ
た
。
家
族
全

員
で
、
リ
ン
ゴ
に
か
ぶ
せ
る
紙
袋
は
り
の
内
職
を
し
た
が
、
収

入
は
わ
ず
か
だ
っ
た
。

母
は
市
電
で
通
っ
て
役
所
で
土
地
台
帳
を
整
理
す
る
事
務
の

仕
事
を
し
た
。
私
は
学
校
を
や
め
て
、
Ｓ
さ
ん
の
仕
事
を
手
伝

っ
た
。
Ｓ
さ
ん
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
一
坪
の
店
を
借
り
、
朝
早
く

魚
市
場
に
行
っ
て
手
提
げ
か
ご
い
っ
ぱ
い
の
魚
を
仕
入
れ
て
く

る
。
そ
れ
を
私
が
挽
肉
機
で
ミ
ン
チ
に
し
て
、
さ
つ
ま
揚
げ
を

作
っ
て
売
っ
た
。
も
う
か
っ
た
。
し
か
し
、
Ｓ
さ
ん
が
逮
捕
さ

れ
た
。
脱
走
兵
だ
っ
た
と
も
い
わ
れ
た
し
、
ま
た
そ
の
こ
ろ
脱

走
し
た
捕
虜
の
数
合
わ
せ
の
た
め
に
無
関
係
の
人
を
ら
致
し
た

と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
仲
間
た
ち
の
密
告
で
逮
捕
さ

れ
た
か
も
し
れ
な
か
っ
た
。
う
わ
さ
で
は
ソ
連
に
連
れ
て
行
か



れ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か
分
か
ら
な
い
。

そ
し
て
、
ま
た
家
が
変
わ
っ
た
。
北
斗
町
の
そ
の
家
は
元
は

大
連
汽
船
の
社
宅
だ
っ
た
。
一
人
一
畳
で
今
度
も
六
畳
一
間
だ

っ
た
。
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
パ
ン
、
高
粱
や

粟
の
雑
炊
が
主
食
に
な
っ
た
。
主
食
だ
け
で
副
食
は
な
か
っ

た
。
そ
れ
も
一
日
二
食
だ
っ
た
。

母
が
漁
網
工
場
の
女
工
に
な
っ
た
。
綿
糸
を
紡
ぐ
仕
事
だ
っ

た
。
し
ば
ら
く
し
て
、
そ
こ
で
少
年
工
を
募
集
し
て
い
る
と
い

う
の
で
私
も
働
く
こ
と
に
し
た
。
母
と
は
別
の
工
場
だ
っ
た

が
、
手
先
の
器
用
な
日
本
人
の
女
性
た
ち
を
集
め
て
カ
ム
チ
ャ

ツ
カ
で
蟹
を
と
る
網
を
編
む
工
場
だ
っ
た
。
私
は
掛
工
と
い
っ

て
、
竹
製
の
編
み
針
に
糸
を
巻
く
仕
事
だ
っ
た
。
一
人
で
十
人

の
女
性
を
受
け
持
ち
、
女
性
た
ち
が
空
に
な
っ
た
編
み
針
を
私

の
前
に
投
げ
て
よ
こ
す
と
、
私
は
そ
れ
に
糸
を
い
っ
ぱ
い
巻
い

て
投
げ
返
し
て
や
る
。
仕
事
は
単
調
だ
っ
た
が
、
怠
け
て
い
る
と

針
が
た
ま
っ
て
し
ま
っ
て
グ
ル
ー
プ
の
能
率
に
も
影
響
す
る
。

初
め
て
の
月
給
は
嬉
し
か
っ
た
。
ど
の
よ
う
な
計
算
だ
っ
た

の
か
、
ど
れ
だ
け
の
価
値
だ
っ
た
か
分
か
ら
な
い
が
、
も
ら
っ

た
金
額
は
百
三
十
五
円
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
は
今
で
も
は

っ
き
り
と
覚
え
て
い
る
。
紫
色
（
百
円
）

、
桃
色（
十
円
）

、
緑

色
（
五
円
）
の
ソ
連
の
軍
票
だ
っ
た
。
母
は
私
の
初
月
給
で
米

を
買
っ
て
き
た
。
そ
の
こ
ろ
、
わ
が
家
で
は
も
う
一
日
一
食
に

な
っ
て
い
た
の
で
、「
米
で
な
く
、
高
粱
な
ら
い
っ
ぱ
い
買
え

る
の
に
」
と
私
が
言
う
と
、
母
が
、「
六
人
そ
ろ
っ
て
お
米
を

食
べ
ら
れ
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
ね
」
と
言
っ
た
。
そ

の
言
っ
て
い
る
意
味
が
分
か
っ
て
私
は
黙
っ
て
し
ま
っ
た
。

久
し
ぶ
り
で
家
族
全
員
が
白
い
飯
を
食
べ
た
。
市
場
の
端
に

白
菜
の
外
側
の
く
ず
菜
だ
け
を
売
っ
て
い
る
店
が
あ
っ
て
、
お

か
ず
は
そ
こ
で
買
っ
て
き
て
作
っ
た
味
■
汁
だ
け
だ
っ
た
が
、

弟
や
妹
た
ち
は
に
ぎ
や
か
に
は
し
ゃ
ぎ
、
そ
の
夜
は
お
祭
り
の

よ
う
だ
っ
た
。

引
揚
船
が
来
る
と
い
う
う
わ
さ
が
と
き
ど
き
流
れ
て
は
、
う

わ
さ
で
終
わ
っ
た
。
■
介
石
の
国
府
軍
が
支
配
し
て
い
た
地
区

は
ア
メ
リ
カ
と
話
し
合
い
が
成
立
し
、
壷
蘆
島
か
ら
の
引
揚
げ

が
始
ま
っ
て
い
た
。
関
東
州
は
ソ
連
軍
が
占
領
し
、
そ
の
た
め

八
路
軍
の
支
配
下
に
な
っ
て
孤
立
し
、
日
本
と
の
連
絡
が
断
た

れ
て
い
た
。
奥
地
の
開
拓
団
の
避
難
民
た
ち
の
収
容
所
で
は
毎

日
死
者
が
出
て
、
校
庭
の
隅
に
大
き
な
穴
が
掘
ら
れ
て
埋
め
ら



れ
て
い
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
子
供
が
死
ん
で
し
ま
う
の
で
、
死

ん
で
し
ま
う
よ
り
は
と
泣
き
な
が
ら
満
人
に
子
供
を
売
る
親
も

あ
っ
た
。

二
度
目
の
冬
が
き
た
が
、
引
揚
船
は
来
な
い
。
正
月
は
三
日

間
、
工
場
は
休
み
だ
っ
た
。
越
年
資
金
が
な
く
、
母
は
歯
医
者

に
行
っ
て
金
歯
を
抜
い
て
売
っ
て
き
た
。
三
食
分
の
粟
し
か
買

え
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
味
■
や
し
ょ
う
油
が
買
え

な
く
て
、
調
味
料
は
塩
だ
け
に
な
っ
た
。
元
日
の
朝
は
、
粟
の

雑
炊
で
祝
っ
た
。
電
気
も
止
め
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

二
月
に
な
っ
て
、
待
ち
に
待
っ
た
日
が
き
た
。
引
揚
げ
だ
。

引
揚
許
可
通
知
を
受
け
て
、
母
は
二
つ
の
こ
と
を
し
た
。
家

財
を
整
理
し
、
残
り
の
も
の
す
べ
て
を
た
い
て
風
呂
を
沸
か
し

た
。
六
十
日
ぶ
り
の
風
呂
で
、
子
供
た
ち
は
萎
え
た
体
の
あ
か

を
落
と
し
た
。
ま
た
、
埠
頭
の
検
問
で
遺
骨
が
乱
暴
に
扱
わ
れ

る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
、
白
い
布
で
六
つ
の
袋

を
作
っ
て
父
の
遺
骨
を
分
け
て
、
各
人
が
そ
れ
ぞ
れ
身
に
つ
け

て
持
ち
帰
る
こ
と
に
し
た
。
一
つ
が
事
故
に
遭
っ
て
も
、
ど
れ

か
が
内
地
に
持
ち
帰
れ
る
よ
う
に
し
た
。
お
金
は
一
人
千
円
ま

で
持
ち
帰
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
わ
が
家
は
家
中
全
部
で
二

百
三
十
円
し
か
な
か
っ
た
。

大
連
埠
頭
に
集
合
し
、
待
合
室
で
荷
物
に
寄
り
掛
か
っ
て
一

夜
を
明
か
し
た
。
翌
朝
、
水
平
線
に
黒
い
点
が
一
つ
見
え
、
だ

ん
だ
ん
と
船
の
形
が
は
っ
き
り
し
て
き
た
。
待
ち
に
待
っ
た
船

が
着
岸
し
た
瞬
間
に
は
、
歓
声
が
あ
が
っ
た
。
恵
山
丸
の
船
尾

に
は
、
一
年
半
ぶ
り
に
見
る
日
の
丸
が
揚
が
っ
て
い
た
。

恵
山
丸
は
昭
和
二
十
二
年
一
月
三
十
一
日
に
大
連
港
を
出
港

し
た
。
貨
物
船
の
船
倉
に
何
層
か
床
が
張
ら
れ
、
■
間
の
な
い

雑
魚
寝
だ
っ
た
。
寝
返
り
を
う
つ
度
に
、
腹
巻
き
に
納
め
た
父

の
遺
骨
が
砕
け
た
。
船
員
た
ち
は
親
切
だ
っ
た
。
い
ま
内
地
で

流
行
し
て
い
る
歌
だ
と
い
っ
て
「
リ
ン
ゴ
の
歌
」
を
歌
っ
て
く

れ
た
。
せ
っ
か
く
こ
こ
ま
で
頑
張
っ
た
の
に
船
内
で
亡
く
な
っ

た
人
も
い
た
。
水
葬
の
合
図
に
ボ
ー
ボ
ー
と
汽
笛
が
鳴
っ
た
。

ま
た
、
子
供
が
生
ま
れ
て
船
長
が
名
付
け
親
と
な
っ
て
、
船
名

に
ち
な
ん
で
恵
子
と
命
名
さ
れ
た
子
も
い
た
。

二
月
三
日
に
佐
世
保
港
に
着
い
た
が
、
入
江
で
二
泊
し
た
。

祖
国
の
山
の
緑
は
濃
か
っ
た
。
は
し
け
で
上
陸
し
、
Ｄ
Ｄ
Ｔ
の

白
い
粉
の
洗
礼
を
受
け
た
。
海
軍
の
兵
舎
に
入
っ
た
が
、
病
人

が
出
て
三
泊
し
た
。
二
月
八
日
に
汽
車
で
佐
世
保
を
た
ち
、
栃



木
県
の
母
の
実
家
に
落
ち
着
い
た
。

母
は
復
職
し
、
北
押
原
小
学
校
に
勤
務
し
、
子
供
五
人
を
育

て
て
い
く
こ
と
に
し
た
。
そ
の
努
力
が
認
め
ら
れ
、
昭
和
三
十

七
年
五
月
十
三
日
、
母
の
日
に
栃
木
県
知
事
か
ら
模
範
母
親
表

彰
を
受
け
た
。
翌
日
の
下
野
新
聞
に
、
満
州
引
揚
げ
の
一
教
員

が
女
の
手
一
つ
で
三
男
二
女
の
教
育
に
身
を
捧
げ
た
姿
を
た
た

え
る
記
事
が
載
っ
た
。

そ
の
母
は
、
平
成
八
年
十
一
月
十
七
日
に
八
十
五
歳
で
あ
の

世
に
旅
立
っ
た
。
二
十
二
日
の
横
浜
・
妙
■
寺
斎
場
で
の
葬
儀

で
、
私
は
喪
主
と
し
て
次
の
よ
う
な
挨
拶
を
し
た
。

「
私
の
家
族
は
、
戦
前
に
中
国
の
旅
順
に
住
ん
で
お
り
ま
し

た
が
、
終
戦
の
年
に
父
を
失
い
ま
し
た
。
私
が
十
歳
の
と
き
で

し
た
。
栃
木
県
に
引
揚
げ
後
、
母
は
小
学
校
の
教
師
に
復
職
し

て
私
た
ち
兄
弟
妹
五
人
を
育
て
て
く
れ
ま
し
た
。

子
供
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
後
は
、
戒
名
「
浄
孝
歌
仙
大

姉
」
に
「
歌
仙
」
と
あ
り
ま
す
と
お
り
短
歌
を
趣
味
と
し
て
、

二
冊
の
歌
集
「
乳
母
車
（
昭
和
五
十
五
年
）

」「楡
の
街
（
平
成

三
年
）

」
を
自
費
出
版
し
て
お
り
ま
す
。

母
は
八
十
五
歳
の
天
寿
を
全
う
し
ま
し
た
が
、
父
と
母
は
わ

ず
か
十
一
年
間
の
夫
婦
で
し
た
し
、
天
国
の
父
は
三
十
四
歳
の

ま
ま
で
し
ょ
う
か
ら
、
五
十
一
年
ぶ
り
の
再
会
が
う
ま
く
い
く

か
ど
う
か
、
母
が
迷
子
に
な
ら
な
け
れ
ば
よ
い
が
と
、
今
、
そ

ん
な
こ
と
を
ふ
っ
と
考
え
て
お
り
ま
す
」

満
州
根
こ
そ
ぎ
動
員
よ
り
引
揚
げ
ま
で
　 

神
奈
川
県
　
佐
藤
令
一
　 

は
じ
め
に

昭
和
二
十
年
、
私
は
三
十
八
歳
の
陸
軍
二
等
兵
だ
っ
た
。
五

月
の
「
満
州
根
こ
そ
ぎ
動
員
」
に
よ
っ
て
牡
丹
江
の
奥
地
樺
林

部
隊
に
入
隊
し
た
。
応
召
し
た
と
き
、
私
は
伝
統
あ
る
官
立
旅

順
中
学
校
で
数
学
の
教
官
と
し
て
昭
和
二
年
以
降
十
八
年
間
も

教
鞭
を
と
っ
て
い
た
。
こ
の
中
学
校
は
日
露
戦
争
後
満
州
で
活

躍
し
て
い
る
日
本
人
子
弟
の
教
育
の
場
と
し
て
、
日
本
政
府
が

明
治
四
十
二
年
に
創
設
し
た
満
州
に
お
け
る
草
分
け
の
官
立
中

学
校
で
あ
っ
た
。

五
月
十
二
日
、
私
は
学
徒
動
員
の
引
率
教
官
と
し
て
旅
順
市




